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港
新
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０
４
１
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０
６

６
面

尚

井

尚

井

藤

と
も
に
歩
む
会
が

回
総
会

港
区
に
拠
点
を
置
く
関
西
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
を

応
援
す
る

関
西
フ
ィ
ル
と
と

も
に
歩
む
会

が
十
三
周
年
を

迎
え
、
三
月
二
十
七
日
、
弁
天

町
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
で
総
会
と
演

奏
会
を
開
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
源げ

ん

野の

雅
代
世
話
人

家
族
的
な
雰
囲
気
だ
っ
た

歩

む
会

周
年
コ
ン
サ
ー
ト

が
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
・

被
災
者
に
哀
悼
と
お
見
舞
い
の

意
を
表
明
。
活
動
報
告
や
活
動

方
針
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

演
奏
会
で
は

春
待
ち
コ
ン

サ
ー
ト
と
題
し
て
、同
楽
団
の

朝
倉し

祥ょ
う

古こ

さ
ん
（
オ
ー
ボ
エ
）、

星
野
則
雄
さ
ん
（
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
）、平
野
あ
ず
さ
さ
ん
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）
や
協
力
出
演
の
加か

地じ

美み

秀ほ

子こ

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）が
、

バ
ッ
ハ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど

を
演
奏
。
柔
ら
か
で
温
か
な
音

色
が
春
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
聴
衆
参
加
や
楽
器
説
明
も

あ
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
身
近

に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

東
大
阪
市
か
ら
来
た
と
い
う

降ふ
る

矢や

加
奈
子
さ
ん
は

関
西
フ

ィ
ル
は
聴
衆
参
加
や
楽
器
説
明

な
ど
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
身
近
に

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

好
き
。
楽
団
は
一
度
潰つ

ぶ

れ
た
ら

簡
単
に
は
再
建
で
き
ま
せ
ん
。

最
低
限
の
公
的
援
助
は
必
要
で

す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

♪
求
め
ら
れ
る
助
成
と
支
援

同
楽
団
は
七
〇
年
創
立
。
九

三
年
か
ら
弁
天
町
オ
ー
ク
に
練

習
場
と
事
務
所
を
置
き
、
〇
三

年
に
は

法
人
と
し
て
再

出
発
。
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー

と
質
の
高
い
演
奏
で
関
西
を
代

表
す
る
楽
団
に
成
長
。
子
供
た

ち
に
音
楽
の
楽
し
み
を
広
げ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
や
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
協
力
も
。
文

化
予
算
の
削
減
が
続
く
中
、
公

的
助
成
の
充
実
と
草
の
根
の
支

援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

六
五
七
四

七
七
五
六
足

立
代
表
世
話
人
。

キ
ッ
ズ
バ
ン
ド
八
幡
屋
が
演
奏
会

一
年
間
の
練
習
の
成
果
を

地
域
の
人
々
に

と
八
幡
屋
小

学
校
児
童
の
吹
奏
楽
団

キ
ッ

ズ
バ
ン
ド
八
幡
屋

が
三
月
二

十
六
日
、
同
校
で
定
期
演
奏
会

を
開
き
ま
し
た
。
八
回
目
。
保

護
者
や
地
域
の
人
々
が
来
場

し
、熱
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

坂
之
上
篤あ

つ

部し

長
ら
メ
ン
バ
ー

や
顧
問
教
諭
が
交
代
で
司
会
に

立
ち
、
ゲ
ス
ト
演
奏
を
挟
み
な

が
ら
、
壮
大
な

ス
カ
イ
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
２

、
演
奏
時
間

が
五
分
半
も
あ
る

イ
ン
ビ
ク

タ
ー
序
曲

、懐
か
し
い
山
本

リ
ン
ダ
メ
ド
レ
ー

な
ど
十
数

曲
を
次
々
と
演
奏
し
ま
し
た
。

ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
で
は
六
年

生
が

習
い
事
を
し
て
も
続
か

な
か
っ
た
が
キ
ッ
ズ
バ
ン
ド
だ

け
は
最
後
ま
で
や
れ
た

な
ど

と
思
い
出
を
語
り
、
高
井
、
友

村
、
脇
元
の
各
顧
問
は

管
楽

器
は
思
う
音
が
出
せ
る
ま
で
一

年
近
く
か
か
る
が
、
子
供
た
ち

は
よ
く
頑
張
っ
た

な
ど
と
感

慨
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
。
最
後

は
会
場
の
手
拍
子
を
受
け
な
が

保
護
者
の
感
動
を
呼
ん
だ
キ
ッ

ズ
バ
ン
ド
八
幡
屋
の
演
奏
会

ら
、
踊
り
付
き
の
明
る
い
曲
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

♪
こ
の
経
験
は
人
生
の
宝

盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
た

寺
坂
清
子
さ
ん
は
、
ユ
ー
フ
ォ

ニ
ュ
ー
ム
（
管
楽
器
）
担
当
の

六
年
生
・
彩あ

や

夏か

さ
ん
の
母
親
。

練
習
で
疲
れ
て
い
た
の
は
分

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
宿
題
や

朝
起
き
の
こ
と
で
よ
く
叱
り
、

喧け
ん

嘩か

も
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

最
後
ま
で
頑
張
っ
た
経
験
は
人

生
の
宝
物
。
た
だ
港
中
学
校
で

は
吹
奏
楽
部
が
な
い
の
が
残
念

で
す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
バ
ン
ド
八
幡
屋
は
〇

一
年
結
成
。
敬
老
大
会
や
運
動

会
な
ど
各
種
の
催
し
で
演
奏
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
二
月
の

全
国
小
学
校
管
楽
器
合
奏
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
西
日
本
大
会

出
場
は
発
足
十
年
に
新
た
な
歴

史
を
刻
み
、
演
奏
水
準
の
一
段

の
向
上
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

●
三
先
出
身
の
歌
手
・
香
西
か

お
り
さ
ん

新
曲

千
一
夜

四
月
六
日
発
売
。

都
会
の
夜
に
独ひ

と

り
物
想
う
切
な

い
女
心
。カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
止

ま
な
い
雨

四
月
二
十
七
日

（
水
）
二
十
時
五
分

ラ

ジ
オ
第
一

き
ら
め
き
歌
謡
ラ

イ
ブ

出
演
予
定
。

●
波
除
在
住
の
演
歌
歌
手
・
藤

か
ほ
り
さ
ん

五
月
二

四
日

に
京
都
で
開
催
の
全
国
武
道
大

会
のじ

杖ょ
う

道ど
う

部
門
に
出
場

五
月

九
日
（
月
）
正
午
か
ら
二
回
公

演
の

通
天
閣
歌
謡
劇
場

出

演
予
定

六
五
八
二

一
二

四
一
藤
企
画
。

●
弁
天
在
住
の
歌
手
・
青
木
美

香
子
さ
ん

三
月
十
日
ク
イ
ー

ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
２
入
港
イ
ベ

ン
ト
出
演

写
真

四
月
二
十

五
日
（
月
）
正
午
か
ら
二
回
公

演
の

通
天
閣
歌
謡
劇
場

出

演
予
定

五
月
二
日（
月
）オ
ー

ク

十
八
周
年
サ
ン
ク
ス
フ
ェ

ス
タ
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
出
演
予
定

六
五
七
六

六
六
一
五
ア

オ
キ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
。

藤かほりさん青木美香子さん

香西かおりさん

（
前
号
ま
で

戦
後
の
女
学
校

時
代
、
平
和
の
空
に
聳そ

び

え
る
桜

島
に
感
動
し
て
初
め
て
油
絵
を

描
い
た
。
港
区
で
運
輸
会
社
に

勤
務
し
、活
動
家
の
夫
と
結
婚
。

六
〇
年
安
保
闘
争
で
挫
折
も
味

わ
っ
た
が
、初
の
個
展
を
開
き
、

絵
画
を
生
き
方
に
定
め
た
。
長

男
誕
生
後
、
夫
が
重
病
に
陥
る

も
奇
跡
の
生
還
。
健
康
回
復
後

に
訪
ソ
し
た
夫
の
話
は
異
国
へ

の
憧
れ
を
掻
き
立
て
た

）

◆
グ
ル
ジ
ア
の
教
会
描
く

昭
和
四
十
一
年
、
平
和
活
動

家
な
ど
か
ら
成
る
二
十
日
間
の

ツ
ア
ー
に
参
加
。
憧
れ
て
い
た

海
外
ス
ケ
ッ
チ
が
実
現
し
ま
し

た
。
極
東
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で

集
会
に
出
席
し
た
後
、
遥
か
モ

ス
ク
ワ
な
ど
へ
も
足
を
伸
ば

し
、
移
動
の
合
間
に
風
景
や
人

物
を
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
ト
ル
コ

に
近
い
グ
ル
ジ
ア
で
、夫
が
何

も
な
い
所

と
語
っ
て
い
た
極

東
地
方
に
比
べ
て
、
石
造
り
の

教
会
が
沢
山
あ
る
所
で
し
た
。

丘
の
上
の
教
会

写
真
上

右

は
こ
こ
で
の
油
彩
ス
ケ
ッ

チ
で
す
。
朝
暗
い
う
ち
か
ら
一

時
間
ほ
ど
で
一
気
に
仕
上
げ
た

の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
自
分

の
枠
か
ら
一
歩
踏
み
出
せ
た
よ

う
に
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

◆

婦
人
之
友

に
共
鳴

と
こ
ろ
で
こ
の
年
十
一
月
、

姉
の
勧
め
で
読
み
始
め
た
雑
誌

婦
人
之
友

は
私
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
創
刊
者

の
羽は

仁に

も
と
子
さ
ん
は
、
人
生

の
基
本
を
個
人
よ
り
も
社
会
へ

の
奉
仕
に
置
き
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
し
た
が
既
存
の
教
会
と
別

れ
、
自
ら
の
理
念
を
体
現
し
た

私
学

自
由
学
園

を
創
設
、

読
者
の
集
ま
り
全
国
友
の
会

を
発
足
さ
せ
た
、
非
常
に
深
い

信
仰
、
強
い
信
念
と
行
動
力
を

持
つ
女
性
で
し
た
。
そ
の

時

間
の
使
い
方
は
命
の
使
い
方

家
庭
は
簡
素
に
、
社
会
は
豊

富
に

な
ど
の
言
葉
に
私
は
惹ひ

か
れ
ま
し
た
。

成
長
し
つ
つ
あ
る
息
子
と
、

遠
か
ら
ず
や
っ
て
く
るし

ゅ

姑う

のと
め

介

護
を
も
見
据す

え
な
が
ら
、

絵

を
通
じ
て
社
会
に
役
立
ち
た

い

と
考
え
、翌
年
の
夏
、十
四

年
間
勤
め
た
会
社
を
辞
め
ま
し

た
。
そ
し
て
数
年
前
に
始
め
た

港
絵
画
サ
ー
ク
ル
や
子
供
絵
画

教
室
に
一
層
打
ち
込
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
が
今
の
港

近
隣
セ
ン
タ
ー
絵
画
教
室

に

繋つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
退
職

金
を
旅
費
に
再
び
訪
ソ
し
ま
し

た
が
、
社
会
奉
仕
を
決
意
し
た

私
に
当
時
の
ソ
連
は
一
層
魅
力

的
に
映
っ
た
も
の
で
し
た
。

◆
木
炭
デ
ッ
サ
ン
で
母
を

ソ
連
の
風
景
が
心
に
残
っ
て

い
た
私
は
、
そ
れ
に
近
い
北
海

道
を
よ
く
木
炭
で
描
き
ま
し

た
。
こ
の
木
炭
デ
ッ
サ
ン
の
快

感
は
、
地
塗
り
さ
れ
た
上
質
の

麻
の
ザ
リ
ザ
リ
し
た
感
触
と
木

炭
と
の
抜
群
の
相
性
か
ら
来
る

も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
を
生
か

し
て
ぜ
ひ
描
き
た
い
題
材
が
あ

り
ま
し
た
。そ
れ
は
母
で
し
た
。

髪
の
毛
の
一
本
一
本
、
深
い

皺し
わ

の
一
筋
一
筋
に
も
万ば

ん

感か
ん

の
思

い
を
込
め
て
描
き
上
げ
、
第
六

回
個
展
を
飾
っ
た

母
の
像

写
真
上
左
。
キ
ャ
ン
バ
ス
の

裏
に
は

薩さ
つ

摩ま

の
女

大
正
九

年
長
女
誕
生
よ
り
昭
和
四
十
三

年
末
娘
結
婚
ま
で
の
長
き
苦
労

に
感
謝
し
て
と
記し

る

し
ま
し
た
。

◆
新
た
な
世
界
、
銅
版
画

会
社
経
営
の
傍か

た

らわ

港
区
の
住

民
運
動
に
走
り
回
る
夫
。
絵
に

理
解
あ
る
姑
。
小
学
生
か
ら
中

学
生
へ
と
成
長
す
る
息
子
。
三

十
代

四
十
代
の
私
は
好
き
な

絵
に
集
中
し
、
日
本
各
地
を
ス

ケ
ッ
チ
し
て
回
り
な
が
ら
、
昭

和
四
十
年
代
は
駆
け
足
で
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
迎

え
た
昭
和
五
十
二
年
、
私
の
前

に
新
た
な
世
界
が
開
け
ま
し

た
。
そ
れ
は
エ
ッ
チ
ン
グ
（
銅

版
画
）
で
し
た
。
（
つ
づ
く
）

平
和
の
願
い
画
布
に
込
め
て
｜

さ
ん

（
八
幡
屋

）

平
和
の
願
い
画
布
に
込
め
て
｜

さ
ん

（
八
幡
屋

）

第５幕第５幕
ソ連旅行で描いた 丘の上の教会 （昭
和 年、油彩） と、実母を描いた 母
の像 （昭和 年、木炭デッサン）

キ
ャ
ン
バ
ス

グ
ル
ジ
ア
の
教
会
を
ス
ケ
ッ
チ

す
る
私
（
昭
和

年
）
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